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平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1． 大学での学習に意欲的に取り
組みたい
A 3.91 1.109 4.48 .512 .62 .921
B 3.93 .867 4.19 .740 .26 .964
C 4.23 .831 4.19 .798 －.02 1.113
D 4.38 .852 4.33 .784 .04 .824
E 4.19 .873 4.05 .740 －.14 .854
全体 4.13 .898 4.23 .742 .13 .988
2． 授業外での学習に意欲的に取
り組みたい
A 3.50 1.058 3.81 .981 .33 1.017
B 3.55 .916 3.90 .850 .36 1.186
C 3.94 .755 3.89 .914 －.02 1.132
D 3.81 .849 3.96 .854 .23 .908
E 4.05 .740 3.90 .889 －.14 .910
全体 3.77 .873 3.90 .883 .15 1.075
3． できることなら勉強はしたく
ない
A 2.59 .854 2.57 .926 －.05 .921
B 3.00 .988 3.10 1.144 .10 1.008
C 2.96 1.110 2.72 1.117 －.21 1.122
D 2.96 1.371 2.96 1.055 .00 1.020
E 3.00 1.095 3.52 1.123 .52 1.250
全体 2.92 1.088 2.95 1.116 .03 1.080
4． 大学での学習を実生活や将来
の職業に活かしたい
A 4.41 1.008 4.62 .590 .24 1.179
B 4.45 .942 4.57 .590 .12 1.064
C 4.58 .679 4.45 .829 －.13 1.035
D 4.73 .533 4.30 .775 －.35 .562
E 4.14 .854 4.10 .944 －.05 .973




A 3.86 .889 4.10 .768 .29 .902
B 3.71 .955 4.12 .670 .41 .999
C 4.02 .911 4.26 .855 .24 1.286
D 4.15 .732 4.26 .594 .15 .784
E 4.14 .854 4.10 .700 －.05 .865




A 4.27 .883 4.10 .718 －.20 .616
B 4.07 1.034 4.19 .773 .10 .831
C 4.42 .613 4.28 .852 －.17 .963
D 4.42 .857 4.48 .700 .12 .864
E 4.38 .669 4.50 .607 .15 .366













































平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
7． 疑問に思ったことは自分で調
べて解決したい
A 3.77 .813 3.86 .727 .10 .944
B 3.76 .759 3.90 .726 .14 1.160
C 4.02 .785 3.89 .706 －.15 .816
D 3.77 .908 3.67 .920 －.04 .824
E 3.71 1.007 4.00 .632 .29 .784








1．プロジェクトを成功させるための計画を立てる能力 2.90 .638 －.166 .972 .040
2．プロジェクトの遂行を適切に管理する能力 2.87 .633 .080 .638 .008
3．チームで協働して課題に取り組む能力 3.16 .737 －.097 －.012 .942
4．チーム内でのコミュニケーション能力 3.26 .745 .092 .124 .563
5．自ら設定した課題を自律的に追究する能力 2.99 .645 .402 .086 .220
6．独創的な課題を設定する能力 2.64 .678 .277 .375 .032
7．フィールドワークから情報を収集する能力 3.11 .714 .434 .163 －.023
8．課題に関係する文献を適切に収集し，読解する能力 2.86 .709 .409 .300 －.071
9．プロジェクトを期限内に完成させる能力 3.24 .687 .485 －.095 .117
10．追究した成果を具体的な成果物に表現する能力 2.96 .596 .498 －.126 .229
11．複数の学問領域にまたがる問題を総合的に考える能力 2.74 .706 .670 .028 －.019
12．これまでの学習・経験を総合的に活かす能力 2.92 .647 .573 .017 .140
13．現実の問題を理論的に考える能力 2.85 .609 .674 －.093 －.091
14．自分の学習成果を客観的に自己評価する能力 2.79 .578 .651 .094 －.144
15．現実の問題に対して効果的な解決策を考える能力 2.91 .583 .577 .132 .041
説明された分散の％ 35.81 4.83 4.11








① ② ③ ④ ⑤
1． この授業の形式（プロジェクト学習）は
楽しかった
3.20 1.121 .250 .025 .671 －.026 －.014
2． このプロジェクト学習で「学んだ」とい
う実感がある
3.84 .983 .601 .012 .417 .007 －.131
3． このプロジェクト学習は充実していた 3.75 .984 .195 .365 .465 －.085 －.047
4． プロジェクト学習より普通の一斉授業の
形式のほうがよかった（反転項目）
3.25 .992 －.128 .347 －.623 .076 －.141
5． このプロジェクトでの経験は他の授業や
学習場面でも活きてくると思う
3.81 .885 .325 .072 .364 .006 .164
6． このプロジェクト学習からたくさんのこ
とを学んだ
3.78 .912 .730 －.060 .145 －.133 .080
7． このプロジェクト学習はつまらなかった
（反転項目）
2.68 .976 .197 －.178 －.606 －.119 －.077
8． このプロジェクトでの経験を他の授業や
学習場面でも活かしたい
3.95 .769 .282 .260 －.004 .202 .092
9．フィールドワークは充実していた 3.83 1.032 .373 －.001 －.179 .623 .019
10． このプロジェクト学習は苦痛だった（反
転項目）
3.33 .945 .219 －.045 －.820 －.151 .075
11． この授業の担当教員は，私自身を気にか
けてくれていたと思う
3.02 1.114 .077 －.016 .129 －.025 .614
12． フィールドワークから学んだことがたく
さんあった
3.91 .914 .444 .061 －.107 .406 .055
13． このプロジェクトで学んだことを自分の
生活や将来に活かしたい
4.05 .794 .749 －.075 －.056 .096 －.068
14． 自分のプロジェクトの成果を社会に還元
できたと思う
3.26 .940 .462 .158 －.062 .091 －.022
15． 自分のプロジェクトの成果は独創的なも
のになったと思う
3.23 .906 .457 .191 －.065 .099 －.015
16． 担当教員は，私のプロジェクトの成り行
きを気にかけてくれていたと思う
3.40 1.057 －.122 .038 －.008 .020 1.042
17． フィールドワークは苦痛だった（反転項
目）
2.77 1.115 .308 .104 －.463 －.715 .029
18． 自分のプロジェクトに主体的に取り組む
ことができた
3.81 .836 －.016 .858 －.141 －.060 .023
19． このプロジェクト学習を通して，達成感
を得ることができた
3.84 .934 .256 .511 .001 .025 .087
20．フィールドワークは楽しかった 3.57 1.030 .367 －.041 .039 .606 －.011
21． このプロジェクト学習に情熱を注いだ 3.53 .985 .016 .848 .007 .035 －.040
22． 自分のプロジェクトに意欲的に取り組む
ことができた
3.74 1.010 .040 .854 .073 －.108 －.007
23． このプロジェクトで追究した課題は自分
の生活や将来に関係があると思う
4.02 .888 .759 .062 －.128 －.036 －.036
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平均 標準偏差 平均 標準偏差
1． 大学での学習に意欲的に取り組みたい .18 1.003 －.14 .854 －1.383
2． 授業外での学習に意欲的に取り組みたい .20 1.094 －.14 .910 －1.358
3．できることなら勉強はしたくない －.05 1.035 .52 1.250 2.303＊
4． 大学での学習を実生活や将来の職業に活か
したい
－.04 1.007 －.05 .973 －.046
5． 大学での学習を自分自身の力でよりよいも
のにできると思う
.28 1.052 －.05 .865 －1.371
6． 大学での学習においては，学生自身も責任
をもつべきだと思う
－.04 .862 .15 .366 .957
7． 疑問に思ったことは自分で調べて解決した
い
















































































































































































































































































































































平均 標準偏差 平均 標準偏差
《学習に対する意欲・態度》（変化量）
1． 大学での学習に意欲的に取り組みたい .50 1.095 .12 .864
2． 授業外での学習に意欲的に取り組みたい .44 1.153 .31 1.225
3．できることなら勉強はしたくない .00 1.033 .15 1.008
4． 大学での学習を実生活や将来の職業に活かし
たい
.13 1.147 .12 1.033
5． 大学での学習を自分自身の力でよりよいもの
にできると思う
.31 1.138 .48 .918
6． 大学での学習においては，学生自身も責任を
もつべきだと思う
.27 .704 .00 .894




3.93 .594 3.38 .983
2． 自分が教師になったら，プロジェクト形式の
授業を取り入れたい
3.19 .655 2.96 1.216
3． プロジェクト形式の授業は，望ましい教授法
のひとつだと思う
3.38 .619 3.15 1.084
4． 将来教師として，プロジェクト形式の授業を
展開できる自信がある
2.69 .704 2.35 1.056
5． プロジェクト形式以外にも，子どもが主体的
に学習に関わる方法を探究したい
3.94 .772 4.08 .954
《能力・技能の習得》
①研究遂行能力 .1999789 .80609110 －.0001230 .79564811
②プロジェクト計画・管理能力 .2770075 .69076572 －.4038277 .96999867
③協働能力 .3967144 .92211358 －.0354223 .96816011
《PBLの成果》
①プロジェクト成果への良い評価 .4332500 .63313439 －.4122350 1.12484431
② プロジェクトへの主体的な取り組みを通した
達成感
.1888561 .94619815 －.4125189 1.12029655
③活動過程での楽しさや充実感 .1948954 .46047558 －.6334938 1.18716677
④フィールドワークの充実感 .0617629 1.50455838 －.1672234 1.05637580
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